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1 ） Horst NEISSER, Statistik, eine Methode der Volkskunde. In: Abschied vom Volksleben. Tübingen 1970, S. 105―123.
2 ）Gerhard HEILFURTH, Über Riehl‘s Handwerksgeheimnisse des Volksstudiums. In: Hess.Bl. 60 (1969), S.29―38. S.32.
3 ）同上、S.11―36.
4 ）Roland NARR, Volkskunde als Kritische Sozialwissenschaft. In: Abschied vom Volksleben（前掲注 1）, S.37―73.
5 ）経験型社会研究の概説書のなかで、担当したハイルフルトのフォルクスクンデについての概説は混乱
をきたしかねず整理もされていないが、そこでもこれにふれられている。次の項目を参照：Volkskunde (v.G. 




を行なったが、顧みると我ながら慄然とする。参照、U. JEGGLE, Die Weltbedingungen der Volkskunde. In: 



























8 ）ルッツ・ニートハマー (Lutz NIETHAMMER［訳注］ 1939 年にシュトゥットガルトに生まれた現代史家、
イエナ大学・ボーフム大学教授を歴任 ) は、民（Volk）を《排除された連続性因子》と定義した。参
照 In: Die Jahre weiß man nicht...... Berlin 1983, S.8―12. Der Argument Sonderband (AS 103): Kultur zwischen 
Bürgertum und Volk. Berlin 1983.
9 ）そうした方向のプログラムのチャンスが筆者にあたえられたことには、クラウス・ロート）Klaus 
ROTH ［訳注］ 1939 年にハムブルクに生まれた民俗学者、後にミュンヒェン大学教授）に感謝する。次の
拙論を参照、U. JEGGLE, Historische Volkskunde und Qunatifi zierung. In: ZsfVk, 1980, S.37―57.
10）Helge GERNDT, Abschied von Riehl  - in allen Ehren. In: Jahrbuch für Volkskunde, 2 (1979), S.77―88,  S.80.
11）この小論に因んで筆者は過去の数多くの概説書の序文やハンドブックにかなり苦労して目を通した。
そこから率直に言えば、多くのものが消えてはいず、パラダイスが失われたわけでもない。アードルフ・
バッハ（Adolf BACH, Deutsche Volkskunde. Heidelberg 1960）、ペスラー（Wilhelm PESSLER ［Hg.］, Handbuch der 






























12） た と え ば 次 を 参 照、Fritz SCHÜTZE, Zur Hervorlockung und Analyse von Erzählungen thematisch relevan-
ter Geschichten im Rahmen soziologischer Feldforschung. In: Arbeitsgruppe Bielefelder Soziologne (Hg.), 
Kommunikative Sozialforschung. München 1976, S.159―260. Andreas WITZEL, Verfahren der qualitativen 
Sozialforschung. Frankfurt 1982. 
13）Wolfgang BONSS, Die Einübung des Tatsachenblicks. Zur Struktur und Veränderung empirischer Sozialforschung. 































forschung als subjektiver Prozeß. Berlin 1982）の他、アンチェ・ヨハンゼン（Antje JOHANNSEN）には民族学
文献のエキスパートにしてその刺激に富んだディスカッションに感謝をする。
15）Helmut MÖLLER, Aus den Anfängen deer Volkskunde als Wissenschaft. In: ZsfVk., 1964, S.218―233.
16）BONSS, Tatsachenblick （前掲注 13）, S.69.
17）Dieter NARR und Hermann BAUSINGER, Volkskunde 1788. In: ZsfVk., 1964, S.233―241. 
18）H. MÖLLER （前掲注 15）, S.222f.






















































21）Thomas S. KUHN, Die Struktur wissenschaftlicher Revolution. 2.Aufl. Frankfurt 1976 (stw 25), S.33 und 190.
22） Achim von ARNIM, Clemens BRENTANO, Des Knaben Wunderhorn. München 1963, dtv-Ausgabe,Bd.3, S.233. 
1802 年 6 月のライン河紀行についてはベッティーナ・フォン・アルニムがその書簡体小説『クレーメン
ス・ブレンターノの春の花輪』（Clemens Brentanos Frühlingskranz）に添付した手紙類を参照、 Bettina von 
ARNIM, Sämtliche Werke. Berlin 1920, Bd.1. またこれについては次の文献を参照、 Ingeborg DREWITZ, Bettina 
von Arnim. Düsseldorf 1969, S.24f. ベッティーナは自分自身でも非常に興味深いフィールドワークを行
ない、またそのいわゆる貧民の本（Das Armenbuch）にこう冠した。《この本は王のためなり》。参照、
Bettina von ARNIM, Das Armenbuch. Berlin 1921. ［訳者補記］ベッティーナ・フォン・アルニム（1785―
1859）は夫の死とベルリンでのコレラ流行に接して社会活動を始めた1831年あたりから社会批判を強め、
その方面の代表作『この本は王のためなり』（Dies Buch ghört dem König. 1843）を刊行した。またそれに
先立って社会の実態調査によって資料収集を行なった。さらに 1842 年には若きカール・マルクスとの
面会に応じた（王制の是非で折り合わなかったが）。1847 年には社会批判をとがめられて逮捕され 2 か
月間拘留された。
23）Die Grimmsche Sammlung. In: Johannes BOLTE, Georg POLIVKA, Anmerkungen zu den KHM der Brüder GRIMM, 
Bd.4., Leipzig 1930, S.450. 藝術家たちによる現実修正は他のロマン派人士をも発奮させた。クレーメンス・
ブレンターノは、ある手紙のなかでこう述べている。《世界は平板、実に平板だ。それを浮き彫りにす






















































NOVALIS‘ Schriften Bd.1. Darmstadt 1977, S.239. 《彼（＝鉱山夫）は、金属の在りかを知って、それを地上
に出すだけで満足だった。その輝きも、彼の気高い心を凌駕できなかった》。同上、S.244.; なお鉱山者
の姿は『ヴィルヘルム・マイスター』でも重要な役割を果たしている。これについては次の論考を参照 , 































28）Die Grimmsche Sammlung（前掲注 23）, S.448.(Brief vom 10.2.15).




























































32）Günther WIEGELMANN, Matthias ZENDER und Gerhard HEILFURTH, Volkskunde. Eine Einführung. Berlin 1977, S.18. 
33） Hans MOSER, Wilhelm Heinrich Riehl und Volkskunde. Eine wissenschaftgeschichtliche Korrektur. In: Jahrbuch 
für Volkskunde 1978, S.9―66, S.56. 
34）Helge GERNDT, Abschied von Riehl（前掲注 10）, S.80.
35）G. HEILFURTH, Über Riehls Handwerksgeheimnisse des Volksstudiums. In: Hess.Bl. 60 (1969), S.29―38, s.S.31.

























































































44）STAGL（前掲注 25）, S.143, Anm.135.
45）同上、S.22.
46）同上、S.22.













































































































































58） Richard WOSSIDLO, Über das Sammlen von Volksüberlieferungen. In: Deutsche Forschung, H.6, Deutsche 
Volkskunde. Berlin 1928, S.142―150.
59）WOSSIDLO（前掲注 52）, S.31.



























61）Wilhelm PESSLER, Handbuch der Deutschen Volkskunde. Potsdam o.J., S.20.





組んだ。》EVANS- PRITCHARD, Hexrei, Orakel und Magie bei Zande. Frankfurt 1978, S.239.





























67）Mathilde HAIN, Das Lebensbild eines oberhessischen Trachtendorfes. Jena 1936.; DIES., Sprichwort und 
Volkssprache. Eine volkskundlich-soziologische Dorfuntersuchung. Gießen 1951. ヘルマン・バウジンガーは、
フライブルクの研究発表会での指針のコメントのなかでマティルデ・ハインのフィールドワーカーとし
ての意義について《この学問分野に重要な道筋を示した民俗研究者の一人……》として言及した。参照 , 
In: Rolf W. BREDNICH u.a., Lebenslauf und Lebenszusammenhang. Vorträge der Arbeitstagung der DGV in Freiburg 
(16.―18.3.1981). Freiburg 1982, S.5.
68）HAIN, Trachtendorf（前掲注 67）, S.8.






























72）Bronisław MALINOWSKI, Das Geschlechtsleben der Wilden in Nortwest-Melanesien（［訳注］『北西メラネシア
の未開人の性生活』原書 1929 年のドイツ語訳）、S.312.





























JONMANS / P. GUTKIND, Anthroplogists in the Field. New York 1967. これに関する総体的な問題圏についてロル





は次の文献を参照 , Peter WINCH, Was heißt eine primitive Gesellschaft verstehen ? In: H.G. KRIPPENBERG u.a.(Hg.), 
Magie. Frankfurt 1978, S.73―118.

































78）ここではマリノフスキーの太平洋研究の諸書を挙げる。参照、B. MALINOWSKI, Schriften in vier Bänden, 
































































































撮影　Ludwig Ph.M. Marck  フランクフルト　マティルデ・ハイン写真資料：マティルデ・ハイン『上部




撮影 Ludwig Ph.M.Marck  フランクフルト　マティルデ・ハイン写真資料 2 
7． イースターエッグをもらう子供たち　復活節第二日曜午後に華やかな衣装で名付け親を訪ね
る子供たち　　マールドルフ村
撮影 udwig Ph.M.Marck  フランクフルト　マティルデ・ハイン写真資料 3
8． 聖霊降臨節行事の子供たち　花嫁と花嫁を先導する少女に扮した子供たちが聖霊降臨節二日
目に村の通りを歩いて｟卵料理作り｠へ向かう　　マールドルフ村
撮影 Ludwig Ph.M.Marck  フランクフルト　マティルデ・ハイン写真資料 8 
＊［訳者補記］ 花嫁を先導する少女（Brautmädchen）：Blumenmädchen とも言う　　 
9． イースターエッグ　娘たちはそれぞれの恋人のために鶏卵に詞章と装飾を卵をほどこすマー
ルドルフ村























撮影　Ludwig Ph.M. Marck  フランクフルト　マティルデ・ハイン写真資料 11 
11． 耕地行列　キリスト昇天の日には村人たちは教会参りの衣装のうち簡素な出で立ちで祈り歌
いつつ麦畑の間を歩む




























































First and Most Uncomfortable Stage of Fieldwork）》と呼んだ。さらにワォックス女史はこの章（p.15―20）
において、さまざまな研究者が味わったありとあらゆる困難を取り上げている。カーペンタ （ーCarpenter 
1965）は《精神的な欠陥者のよう》に感じる数か月を経験した。彼女は、日本で《政府のスパイ》のよ
うに見られた。フランツ・ボアズ（［訳注］ Franz Boas 1858―1942 ドイツ生まれのユダヤ人で USA の人類
学者、カナダのイヌイットの調査で知られる）ですら嘆いた。《人々をぎりぎりまで追い詰めるこの道
しかない。私は、ここから逃げ出せて大変うれしい。もう仕事にならないからだ。それほど、インディ




を見たことを知ったとする。その人物に遭うためには 4 回も足を運ねばならない。8 マイルか 9 マイル
の道のりを通訳を連れて車で行く。一回目は当人は留守。二回目は酔っぱらっている。その次は夫人が
病気。そして四回目にインタヴューを始めるのだが、通訳のアドヴァイスもあって 5 ドル紙幣を握らせ
る。すると奴さんはワカンダ（Wakanda［訳注］ここは Wakan Tanka ワカン・タンカすなわちアメリカ・
インディアンのスー族の創造神を指すが、また一般にはむしろ人気コミックの架空の国名としてよく知
られている）に感謝を捧げ、ワカンダが彼に長命をさずけてくれるように祈る。そしてその後、嘘話を






























86）BREDNICH（前掲注 84）, S.34f. 
87）Thomas LAU und Stephan WOLFF, Der Einstieg in das Untersuchungsfeld als soziologischer Lernprozeß. In: 






























政府の建物に泊まっていたのだ》。参照、Moris FREILICH (ed.), Marginal Natives at Work. Anthropology in the 
Field. Cambridge Mass. 1977, p.2f.［訳注］ M. FREILICH は 1928 年にワルシャワで生まれたアメリカの人類
学者。イリノイ大学・セントルイスのワシントン大学を経て 1966―74 年はボストンのノースイースタ
ン大学で人類学の教授であった。； 外来者のエスノローグがスパイと間違われるのは、よくあることで、










































90）Rolf Wilhelm BREDNICH, Zum Stellenwelt erzählt Lebensgeschichten in komplexen volkskundlichen Feldobjekten. 































































































96）Carlo GINZBURG, Spurensicherung. In: GINZBURG, Spurensicherungen. Berlin 1983, S.61―96.
97）モレッリについては次を参照、Ernest WIND, Kunst und Anarchie. Frankfurt 1979, S.40―55. 
98）マックス・マターは一見控え目なタイトルの裏に読解と考量に値する思念を託した。参照、Max MATTER, 
Gedanken zur ethnologischen Gemeindeforschung und zu den dafür notwendigen Datenerhebungsverfahren. In: 
Rhein. Jahrbuch für Volkskunde, S283―311.












ii　（164）カイ二乗検定（Chi-Quadrat-Test / X2 検定） 日本工業規格では、《検定統計量が，帰無仮説の下で
X2 分布に従うことを仮定して行う統計的検定》と定義される。









vi　（167）ヘルムート・メラー（Helmut Möller 1926―2013）1960 年代に民俗学の歴史・方法論・社会史と
のまたがりなどで新しい視点を提示し、著作・論考の点数は多くはないが、いずれもドイツ民俗学のそ
の後に影響をあたえた。ゲッティンゲン大学で教えた。
vii　（167）ヨーハン・ペーター・ズュースミルヒ（Johann Peter Süßmilch 1707―67）ベルリン市域のツェー
レンドルフ（Zehlendorf  bei Berlin）に生まれ、ベルリンに没した牧師・統計学の先駆者。イェナ大学と
ハレ大学で医学とプロテスタント神学を学んだ。従軍牧師を経て、ベルリン＝ケルン区域のペトリ教会
堂の総管となった。先人の資料と自身の疫病調査をもとに統計学につながる著述をおこなった。特に『神
の秩序』（Die Göttliche Ordnung in den Veränderungen des menschlichen Geschlechts, aus der Geburt, dem Tode 







マとなった『ヨーロッパ諸国の構造概要』（Staatsverfassung der Europäischen Reiche im Grundrisse.1752）
等によって経済学と、特に統計学の形成に大きく寄与した。










クナッフルの調査記録とその復刻版をめぐって」及び口絵 I,II.  
x　（167）ディーター・ナル（Dieter Narr）原注に挙げられているヘルマン・バウジンガーとの共同論
文の他に次の単著（これ自体は重要な研究成果）がある以外は不明。参照、Dieter Narr, Studien zur 













（Beschreibung einer Reise durch Deutschland und die Schweiz im Jahre 1781. 12 Bde. Berlin u. Stettin 1783―1796）
や『ヨゼフィニズムのウィーン』（Aus dem Josephinischen Wien. Geblers und Nicolais Briefwechsel 1771―86, 
hg.von Richart Maria Werner. Berlin 1888）は見聞・思索録として資料価値が大きい。
xiii　（169）トーマス・クーン（Thomas Samuel Kuhn 1922―96） 米オハイオ州シンシナティに生まれ、マサ
チューセッツ州ケンブリッジに没したアメリカ合衆国の科学哲学者・科学史家・ドイツ系ユダヤ人。ハー




xiv　（169）アヒム・フォン・アルニム（Achim von Arnim 1781―1831） ベルリンに生まれ、ヴィーパース
ドルフ（Wiepersdorf ＝現 Niederer Fläming 町の一区画 Kr. Teltow-Fläming BB）に没したロマン派の詩










xv　（169）ヨーハン・ハインリヒ・フォス（Johann Heinrich Voß 1751―1826） メクレンブルクの小村ゾマー












得した。1448 年にドイツに帰り、また 1852 年からしばらくポルトガルで肖像画家として活躍した。文
筆家でもあった。

















xix　（174）ギュンター・ヴィーゲルマン（Günther Wiegelmann 1928―2008） エッセン（NRW）に生まれた








xx　（174）ハンス・モーザー（Hans Moser 1903―1990）: ミュンヒェンに生まれ、ゲッティンゲンに没した
民俗研究者。ミュンヒェン大学でゲルマニスティク、演劇学などを学び、1927 年にキーファースフェ
ルデンの民衆劇（Volksspiele in Kiefersfelden）の研究で学位を得た後、プロイセン・アカデミで古文書調












1979 年にレーゲンスブルク大学教授となったが、翌 1980 年にミュンヒェン大学民俗学科の主宰となり、
2004 年に定年を迎えた。その間 1987 年から 1991 年までドイツ民俗学会（DGV）会長をつとめた。









究インスティテュート（Institut für mitteleuropäische Volksforschung）を設立した。
xxiii　（176）エメリッヒ・フランシス（Emerich Klaus Francis 1906―94） オーストリア＝ハンガリー帝国
















xxvii　（179）リヒァルト・ヴォシドロ（Richard Wossidlo 1859―1939）  メクレンブルクのフリードリヒスホー



















うと語る」（Singen und Sagen）のテーマで学位を得、1914 年からハムブルク市博物館に勤務し、1921 年
ハムブルク大学でゲルマニスティクの分野で教授資格を得た。ライプツィヒ大学員外教授を経て、1928
年からアルトゥール・ヒュープナーの後任としてミュンスター大学教授、1932 年から 38 年までフラン








xxxi　（182）マルタ・ブリンゲマイヤ （ーMartha Bringemeier 1900―91）ミュンスター盆地の北辺リーゼンベッ


































れた成果は『西太平洋の遠洋航海者』（Argonauts of Western Pacifi c,1922）として刊行され、文化人類学
の金字塔となった。
xxxvi　（182）エドワード・エヴァン・エヴァンズ＝プリチャード（[Sir] Edward Evan Evans-Pritchard 1902―
73） イギリスのクローボロ （ーCrowborough/East Sussex ロンドンの南東 56km）に生まれ、オックスフォー
ドに没したイギリスの社会人類学者。オックスフォード大学で現代史を学び、次いでロンドン・スクール・














ルツ（Franz Schultz）に就いて 1932 年に「初期表現主義演劇の本質」で学位を得た。その後、同大学の
ゲルマニストで民俗学に造詣が深かったユーリウス・シュヴィーテリングから機能主義的方法による研
究姿勢を学んだ。ナチ政権の後半期にベルリン大学民俗学科の初代の教授アードルフ・シュパーマーの
助手となった。国家教育省の指定テーマであったヘッセン州北域村落部の民衆言語の研究で 1945 年 2
月に教授資格を得た。戦後、フランフルト大学に籍をおき、1953―68 年間には同大学に設けられた「ド






市 (Amöneburg / Landkreis Marburg-Biedenkopf) の一区画となっている村。現在の人口は約 1500 人。歴史
的には 1803 年までマインツ選帝侯領邦に属していたためカトリック教会系の村であった。1803 年にプ
ロテスタント領主のヘッセン＝カッセル伯領邦、1806 年からは（ナポレオン支配の時期を除いて）ヘッ
セン選帝侯領邦、1867 年からはプロイセン王国に属したが、支配者が種々の要因から宗派面では寛容で






xlii　（185）ロザリ ・ーウォックス（Rosalie H. Wax）生年などは詳らかにし得ないが、1971 年の著作『フィー
ルドワーク実践：警告とアドヴァイス』（Doing Fieldwork. Warnings and Advice. Univ. Chicago Press 1971）
によると、人類学の分野においてカリフォルニア大学バークレー校で B.A.、シカゴ大学で学位を得て、
シカゴ大学で助教授の後、刊行時にはカンザス大学教授であった。第二次世界大戦中に日本人収容所の
調査をおこない、その後は夫の人類学者マレ ・ーウォックス（Murray L. Wax）と共にアメリカ・インディ
アンのコロニーの調査に重点を置いた。




あるエスキモー家族の肖像』（Never in Anger: Portrait of an Eskimo Family. 1970）が知られる。 
xliv　（188）モニカ・ヴァーグナー（Monika Wagner 1944―L ）ヘッセン州ヘルブロン（Herbronn HE）に生
まれた美術史家。カッセル美術大学で絵画を、次いでハムブルク大学とロンドン大学で美術史・文芸学・
考古学を学んだ。テュービンゲン大学に研究事務職員として勤務したのち、ヘッセン放送局の広報誌の







xlvi　（191）イソケファリア（Isokephalia）イコノグラフィーの術語。ギリシア語の ϊσος isos ＝同じ、 
κέφαλος  / kephalos, ＝頭で、多人数の頭の高さを揃えて同等であることを表わす技法。宗教画で諸聖人や
信徒団を描くことなどによくもちいられる。
xlvii　（193）ロルフ・ヴィルヘルム・ブレードニヒ（Rolf Wilhelm Brednich 1935―L）ヴォルムス（Worms 
RP）に生まれた口承文藝研究家。テュービンゲン大学とマインツ大学でゲルマニスティク・歴史学・プ
ロテスタント神学を学び、マインツ大学で『運命の女神の口承文芸と民間俗信』（竹原威慈による邦訳）
によって学位を得た。1963 年から 1980 年までフライブルクの民謡研究所に属して多くの資料編集にた
ずさわり、1969 年に同大学で『15 世紀から 17 世紀に至る刷り物に現れた歌謡集成』によって教授資格
を得た。1981 年にゲッティンゲン大学教授となってドイツ民俗学＝ヨーロッパ・エスノロジー研究を
主宰した。1980 年代からドイツ語圏における昔話研究の中心的な位置にあり、『メルヒェン百科事典』
（Enzyklopädie des Märchens）と専門誌 『ファーブラ』（Fabula）の主たる編集者であった。1991 年から
1999 年までドイツ民俗学会（DGV）会長を務めた。
xlviii　（193）カナダのサスカチュワン州（Saskatchewan）カナダの中西部に位置し、南は米ノースカロラ
イナ州と接する。現在の人口は約 100 万人で、英米系以外の住民ではドイツ系の比率が最も高く約 3 万
人を数える。
xlix　（193）メノー派（Mennoniten）宗教改革期のアナパプティスト（再洗礼主義者）の一人メノ・シモ




教の一派で、現代では最大の分布地カナダに 200 か所以上のコロニーがあり 4 万人を超える信徒がいる。




































屋と家屋所有の今日」（Dörfl icher Hausbau und Hausbesitz heute. Ein ländliches Kulturmuster, seine historische 
und ideologische Herkunft. Bauen und Wohnen in einer Bauarbeitergemeinde in der östlichen Hocheifel. Mainz 
1983）で教授資格を得た。以後はトルコ系移民の研究に重点を置いた。1984 年にマールブルク大学教
授の後、1985 年から 1996 年までフランクフルト大学（M）の文化人類学とヨーロッパ・エスノロジー
の教授であった。1997 年から定年の 2010 年までフライブルク大学（i.Br.）の正教授であった。
lviii　（199）クラウス・F・ガイガー（Klaus F. Geiger 1940―L）シュトゥットガルトに生まれた社会人類
学者。1981 年からカッセル大学の研究員の後 1993 年に移民の社会参入の研究（Ethnische und nationale 








Utz Jeggle, Zur Geschichte der Feldforschung in der Volkskunde. In: Utz Jeggle (Hg.), 




　ウッツ・イェグレは、1941 年 6 月 22 日に南西ドイツ、バーデン＝ヴュルテムベルクの


















である。原タイトルを挙げる。 Utz Jeggle, Kiebingen, eine Heimatgeschichte. Zum Prozeß der 
Zivilisation in einem schwäbischen Dorf. Tübingen 1977 (Untersuchungen des Ludwig-Uhland-


































































































































































ラーマン女史が 1970 年前後に民俗学の記録映画（全 31 篇）を撮影した場所の一つでもあ
る。なお本編はずっと前から計画しつつも先延ばしになっていたが、ようやく今回、翻訳・
紹介を果たすことができた。役立てる方々がおればと願っている。
（S.K./ 30.Nov.2018）
